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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★ 

こんちは。ブラジルから真由美です（笑）。

この間、ブラジルのテレビニュースを見ていたら、日本で世界最高齢としてギネスブックに認定されていた皆川ヨ子（みながわ・よね）さんが１３日に114歳で亡くなられたというニュースが流れていました。114歳ということは、第二次世界大戦のときには、既に52歳になられていたということですね。

全然関係ない話ですが、メルマガも80号になりました！これからもよろしくお願いいたします。
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　この間、ブラジル人英語学習者、英語教師用のサイトを見ていたら、こんなことが書いてありました（ポルトガル語文からの翻訳は私（吉川）が行いました）。

　「ポルトガル語で手紙などを書くとき、最後に“abraços”（抱きしめること）と書きますが、英語に直訳すると"hug"になるのですが、英語でメッセージを終わらせるときは、"Love"（親しい親戚や友達の場合）、"Take care", "See you later" または "Later"（友人や同僚に対して。インフォーマルな場合）や"Regards" または "Best regards"になるでしょう。」(Ulisses Wehby de Carvalho)

　これを読んで思い出したのは、私が担当していた初級後半のクラスの学習者による日本語の手紙です。その手紙を読んでいたら、最後に、日本語で「接吻」と書いてあったのです。「広辞苑」を調べてみたら、「相手の唇・頬・手などに唇を触れて吸い、愛情・尊敬を表すこと。くちづけ。くちすい。キス。」と書いてあります。多分、この学習者が書きたかったのは、ポルトガル語でよく使われる”beijos”（キス）じゃないのかなあ、と思いました。でも、日本語の手紙文では、このような書き方はしませんよね。インフォーマルな手紙文の最後には「じゃあね。」とか「じゃまた。」とか書いているのは見たことがありますが…

このとき、初級の学習者に辞書を渡して、自分の母語で思ったことを日本語に翻訳しながら作文を書いてくださいということがどんなに危険なことかということに初めて気が付きました。確かに辞書に載っていることばの意味は間違っていないのですが、国語辞典は元々日本語を母語とする人がことばの意味を調べるために作られたものですので、ことばの使い方までは辞書に載っていない場合があります。また、日本語・ポルトガル語辞典になりますと、辞書によってはそのことばの意味を直訳しただけのものもあります。ですから、自分の母語の発想で日本語文を書くと、日本語話者に通じない文章になってしまう可能性があるのですね。

学習者の作文を添削していたら、次のような文章が書いてありました。「僕のお母さんは5人の子供を生殖しました。」生殖？難しいことばですね！！！私も知らなかったわ！と思っていたら、日本語ネイティヴの人は大爆笑。また辞書に頼る私。でも、今度はちゃんと意味も使い方も分かりました。「生殖する」ということばは「生物が同一種類の新個体を作る現象」だそうです。どおりで、日本人にはとても変な印象を与えてしまう文だったのですね。

語彙レベルだけではなく、文レベルでも、ポルトガル語で考えて日本語で文を作ってしまったら、おかしい文になる例がたくさんあります。例えば、「ワインで酔ってしまった」という意味ですが、「このワインは私を酔わせた」といった日本語として非常に詩的な文は、ポルトガル語に直訳したら、ごく自然な文になります。けれども、同じような発想でも「あの事故は5人のひとを殺した」のようになると、ポルトガル語の発想としては自然ですが、日本語ではとても変な感じがします。

このような例は、いろいろあるのですが、他の人の誤用例だけではなく、私の例も挙げてみましょう。日本で上級の学習者だったときに、ある先生に年賀状を送ろうと思い、手紙の書き方の辞書を引き、その中にあった文をコピーして送りました。次のような文でした。「旧年中は格別なお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます」。これをお読みになった先生は、その次の授業でそれを親切にコメントしてくださいました。「お引き立てということばはね、お店や商業をやっている人が年賀状を書くときに使うことばだから、真由美さんは使わない方がいいですよ」というコメントでした。

日本語の使い方の失敗例をたくさん挙げて笑ってばかりいる場合ではありません。では、外国語である日本語で自分が言いたいことを自然に伝えるためにはどうすればいいのでしょうか。日本語母語話者に笑われるだけなら仕方がないかもしれませんが、全然通じない文になってしまったら、困りますよね。

初級の段階では、文型練習で日本語の自然な文に慣れさせるのがいいのではないかと思います。何度も繰り返す練習はつまらないかも知れませんが、ある程度は必要です。例えば、「私は○○歳です」にしても、ポルトガル語の発想では「私は○○歳あります」になってしまいます。この文型の基本練習はとても大切だと思います。ことばの使い方一つにしても、「さようなら」はいつ言うのかなど、いろいろあると思います。あと、中級、上級レベルになると、語彙や表現の使い方、また、意味の似ていることばの使い分けなどがあります。例えば、「是非」と「必ず」の使い方などがその例です。ポルトガル語に訳していたら、ますます分からなくなってしまうものです。この段階では、使い分けが分かりやすい例文をたくさん挙げる必要があるのではないかと思います。よく勧められるのは「たくさん本を読むこと」ですが、どの段階でそれができるようになるかも考えなければいけませんね。また、初級段階で読めるものがあるかどうかも考えるべきだと思います。けれども、確かに、いろいろな日本語の文章や日本語版の映画などを見ることは、ことばの使い方をたくさん見ることになるので、一つの方法ではないかと思います。
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3週間ほど前に、ことばクイズを出したことを覚えていますか。今日は、その答えです。

下記の3つのことばの意味はどう違いますか。

1．ゴマすり　ゴマをゴマスリ器ですると、棒にゴマがくっついてしまうことから、人の後を常に付いてお世辞を言ったりする人のことを言うそうです。

２．金魚のフン　長く連なっている形から、付き従って離れない人のことをいうことばだそうです。

３．かばん持ち　いつも上司などの後をついている人のことを言うそうです。場合によっては、秘書を指すこともあります。

答えはあっていましたでしょうか。それでは、また。
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